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凡
　
例
１　
こ
こ
に
は
、
国
士
舘
史
編
纂
の
た
め
に
調
査
収
集
し
た
資
料
の
う
ち
か
ら
、
翻
刻
・
校
訂
と
補
註
が
終
了
し
、
重
要
度
が
高
い
も
の
を
順
次
紹
介
す
る
。
２　
資
料
名
の
下
に
（　
　
）
で
原
所
蔵
を
略
記
し
た
。
３　
誤
記
は
編
者
が
（　
　
）
で
訂
正
し
、
あ
る
い
は
（
マ
マ
）
を
傍
注
し
た
。
ま
た
、
表
紙
は
該
当
部
分
に
「　
　
」
を
付
し
て
傍
ら
に
（
表
紙
）、
後
筆
は
該
当
文
字
部
分
に
「　
　
」
を
付
し
て
傍
ら
に
「
後
筆
」
と
表
記
し
た
。
４　
原
資
料
の
一
部
を
省
略
し
た
場
合
に
は
、
該
当
部
分
に
〔
前
略
〕・〔
中
略
〕・〔
後
略
〕
等
を
明
記
し
た
。
５　
原
則
と
し
て
原
資
料
の
体
裁
を
保
つ
よ
う
努
め
た
が
、
表
組
に
つ
い
て
は
利
用
の
便
に
配
慮
し
て
一
部
を
修
正
し
た
。
６　
資
料
の
翻
刻
・
校
訂
は
、
国
士
舘
史
資
料
室
収
蔵
の
原
本
に
よ
っ
た
。
国
士
舘
史
関
係
資
料
の
翻
刻
並
び
に
補
註
第
一
〇
巻
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昭
和
三
九
年
九
月
　
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
二
部
政
治
学
科
・
経
済
学
科
設
置
認
可
申
請
書
〔
抄
〕（
総
務
部
保
管
資
料
）
（
表
紙
）
「
昭
和
三
十
九
年
九
月
　
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
二
部
政
治
学
科
経
済
学
科
設
置
認
可
申
請
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
法
人　
国
士
舘
」
　
　
　
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
二
部
設
置
認
可
申
請
書
こ
の
た
び
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
二
部＊
を
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
学
校
教
育
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
ご
認
可
下
さ
る
よ
う
別
紙
書
類
を
添
え
て
申
請
い
た
し
ま
す
。
　
　
昭
和
三
十
九
年
九
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
法
人
国
士
舘
理
事
長　
柴
田
徳（德）次
郎
印
　
　
文
部
大
臣　
愛
知
揆
一
殿
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書
類
目
次
一
、
設
置
要
綱（項）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
二
、
学
則
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
一
三
、
学
部
及
び
学
科
別
学
科
目
又
は
講
座
に
関
す
る
書
類
・
・
・
・
・
・
・
・
・
九
五
四
、
履
修
方
法
及
び
卒
業
の
要
件
に
関
す
る
書
類
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
〇
七
五
、
職
員
組
織
に
関
す
る
書
類
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
二
五
六
、
校
地
等
に
関
す
る
書
類
（
図
面
添
付
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
二
三
七
、
校
舎
等
の
建
物
に
関
す
る
書
類
（
図
面
添
付
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
二
七
八
、
設
備
概
要
に
関
す
る
書
類
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
四
三
九
、
設
置
者
に
関
す
る
書
類
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
五
九
十
、
経
費
及
び
維
持
方
法
を
記
載
し
た
書
類
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
九
七
一
十
一
、
学
校
法
人
が
現
に
設
置
し
て
い
る
学
校
の
現
況
に
つ
い
て
・
・
・
一
、
二
三
七
十
二
、
将
来
の
計
画
を
記
載
し
た
書
類
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
、
三
〇
九
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（
内
表
紙
）
「
一
、
設
置
要
綱（項）」
　
　
　
　
　
設
置
要
項
事　
　
項
記　
　
　
　
　
入　
　
　
　
　
欄
備　
考
設　
置　
者
学
校
法
人　
国
士
舘
理
事
長　
柴
田
徳（德）次
郎
目
的
ま
た
は
事
由
（
目　
　
的
）
　
本
学
政
経
学
部
二
部
は
教
育
基
本
法
の
精
神
に
基
き
、
真
摯
な
勤
労
学
徒
を
対
象
と
し
て
、
大
学
人
と
し
て
有
用
な
広
い
基
礎
的
知
識
及
び
、
専
門
分
野
の
政
治
学
・
経
済
学
に
関
す
る
知
識
能
力
を
修
得
さ
せ
る
と
共
に
人
格
陶
冶
の
教
育
を
実
施
し
、
教
育
・
政
治
・
実
業
等
各
界
に
優
秀
な
る
人
材
を
輩
出
さ
せ
、
以
て
、
わ
が
国
及
び
世
界
文
化
の
進
展
に
貢
献
せ
し
め
る
の
を
目
的
と
す
る
。
（
事　
　
由
）
　
本
学
園
は
、
昭
和
二
八
年
三
月
に
設
立
認
可
を
受
け
た
短
期
大
学
経
済
科
（
夜
間
）
を
有
し
、
現
在
ま
で
満
十
一
年
、
約
一
千
名
を
越（超）え
る
真
執（摯）な
勤
労
学
徒
を
教
育
し
、
人
材
の
育
成
と
社
会
へ
の
貢
献
に
、
不
断
の
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
　
本
学
経
済
科
に
進
学
し
て
お
り
ま
す
学
徒
は
、
皆
本
学
の
誠
意
、
勤
労
、
見
識
、
気
魄
の
学
風
を
慕
い
、
全
国
津
々
浦
々
よ
り
、
ひ
た
す
ら
な
る
向
学
心
に
燃
え
昼
間
は
、
自
衛
隊
、
警
察
署
等
、
そ
の
他
官
公
庁
、
或
は
、
各
種
事
業
所
等
に
勤
務
し
、
夜
間
孜
々
と
し
て
修
学
す
る
特
色
豊
か
な
学
徒
で
あ
り
ま
す
。
而
も
逐
年
、
他
大
学
二
部
に
進
学
す
る
率
極
め
て
高
く
本
学
二
部
設
置
の
所
以
も
、
ま
た
、
こ
こ
に
存
す
る
次
第
で
す
。
　
最
近
の
国
風
文
化
の
進
展
を
考
え
ま
す
る
に
、
骨
の
あ
る
中
堅
社
会
人
に
期
待
す
る
処
、
余
り
に
大
き
く
、
か
つ
又
、
学
資
に
恵
れ
な
い
青
年
若
人
の
層
、
極
め
て
厚
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
　
依
っ
て
本
学
は
、
真
剣
に
、
勤
労
若
人
の
向
学
心
に
応
え
、
そ
の
就
学
に
大
学
の
門
戸
を
開
く
可
く
短
期
大
学
経
済
科
を
昇
格
し
て
、
政
経
学
部
二
部
政
治
学
科
、
経
済
学
科
設
置
を
決
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
　
よ
つ
て
、
短
期
大
学
経
済
科
は
、
昭
和
四
〇
年
度
以
降
入
学
生
の
募
集
を
停
止
し
、
在
校
生
の
卒
業
を
待
つ
て
廃
止
致
し
ま
す
。
且
つ
、
前
記
趣
旨
に
従
い
、
本
学
短
大
卒
業
生
に
し
て
、
学
部
進
学
者
に
対
し
二
部
三
年
編
入
を
措
置
致
し
ま
す
。
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名　
　
　
　
称
政
経
学
部
二
部　
政
治
学
科
　
　
　
　
　
　
　
経
済
学
科
位　
　
　
　
置
東
京
都
世
田
谷
区
世
田
谷
一
丁
目
一
、
〇
〇
六
番
地
事　
　
項
記　
　
　
　
　
入　
　
　
　
　
欄
備　
考
学
部
・
学
科
等
の
名
称
な
ら
び
に
修
業
年
限
・
学
士
号
等
お
よ
び
学
生
定
員
学
部
・
学
科
等
の
名
称
修
業
年
限
学
士
号
等
入
学
定
員
収
容
定
員
政
経
学
部
二
部
　
　
政
治
学
科
　
　
経
済
学
科
四　
年
四　
年
政
治
学
士
経
済
学
士
一
〇
〇
一
〇
〇
四
〇
〇
四
〇
〇
（
既
設
）　　
　
　
　
　
　
　
〔
略　
以
下
既
設
学
部
〕
授
業
科
目
の
概
要
学
部
・
学
科
等
の
名
称
授　
業　
科　
目
単　
位　
数
必
修
選
択
自
由
政
経
学
部
政
治
学
科
一
般
教
育
科
目
二　
　
部
経
済
学
科
　
人
文
科
学
系
（
共　
通
）　
　
哲　
　
　
　
　
学
四
　
　
倫　
　
理　
　
学
四
　
　
文　
　
　
　
　
学
四
　
　
歴　
　
　
　
　
史
四
　
　
地　
　
　
　
　
理
四
　
　
論　
　
理　
　
学
四
　
社
会
科
学
系
　
　
法　
　
　
　
　
学
四
　
　
心　
　
理　
　
学
四
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経　
　
済　
　
学
四
　
　
政　
　
治　
　
学
四
　
　
社　
　
会　
　
学
四
　
　
教　
　
育　
　
学
四
　
　
統　
　
計　
　
学
四
　
自
然
科
学
系
　
　
生　
　
物　
　
学
四
　
　
数　
　
　
　
　
学
四
　
　
地　
　
　
　
　
学
四
　
　
自
然
科
学
概
論
四
計
八
六
〇
　
外
国
語
科
目
　
　
英　
　
　
　
　
語
八
　
　
獨　
　
逸　
　
語
四
　
　
仏　
　
　
　
　
語
四
計
八
八
　
保
健
体
育
科
目
　
　
講　
　
　
　
　
義
二
　
　
実　
　
　
　
　
技
二
計
四
（
二
〇
）
（
六
八
）
政
治
学
科
専
門
教
育
科
目
　
　
政
治
学
原
論
四
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政
治
思
想
史
四
　
　
行　
　
政　
　
学
四
　
　
政
治
制
度
論
四
　
　
国
際
政
治
論
四
　
　
日
本
政
治
史
四
　
　
西
洋
政
治
史
四
　
　
憲　
　
　
　
　
法
四
　
　
国　
　
際　
　
法
四
　
　
社　
　
会　
　
学
四
　
　
国
際
関
係
論
四
　
　
外　
　
交　
　
史
四
　
　
政
治
心
理
学
四
　
　
民　
　
　
　
　
法
八
　
　
日
本
政
治
思
想
史
四
　
　
司　
法　
制　
度
四
　
　
刑　
　
　
　
　
法
四
　
　
刑　
事　
政　
策
四
　
　
商　
　
　
　
　
法
四
　
　
労　
　
働　
　
法
四
　
　
社　
会　
政　
策
四
　
　
国
際
文
化
政
策
論
四
　
　
新　
　
聞　
　
学
四
　
　
経　
済　
原　
論
四
　
　
財　
　
政　
　
学
四
選
択
必
修
　
　
経　
済　
政　
策
四
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経　
　
営　
　
学
四
　
　
金
融
論
・
銀
行
論
四
　
　
国
際
経
済
論
四
　
　
演　
　
　
　
　
習
四
選
択
必
修
　
　
外
国
政
治
書
講
読
四
選
択
必
修
　
　
卒　
業　
論　
文
八
　
　
日　
　
本　
　
史
四
教
職
希
望
者
必
修（
社
会
）
　
　
外　
　
国　
　
史
四
右　
同
　
　
地　
　
理　
　
学
四
右　
同
　
　
地　
　
誌　
　
学
四
右　
同
　
　
哲　
　
　
　
　
学
四
右　
同
　
　
倫　
　
理　
　
学
四
教
職
希
望
者
必
修（
社
会
）
計
四
八
一
一
二
経
済
学
科
専
門
教
育
科
目
　
　
経　
済　
原　
論
四
　
　
経　
済　
学　
史
四
　
　
経　
　
済　
　
史
四
　
　
日
本
経
済
史
四
　
　
東
亜
経
済
史
四
　
　
経　
済　
政　
策
四
　
　
国
際
経
済
論
四
　
　
財　
　
政　
　
学
四
　
　
統　
　
計　
　
学
四
　
　
社　
会　
政　
策
四
　
　
商　
学　
総　
論
四
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経
営
学
総
論
四
　
　
会
計
学
原
理
四
　
　
憲　
　
　
　
　
法
四
選
択
必
修
　
　
商　
　
　
　
　
法
四
選
択
必
修
　
　
景
気
変
動
論
四
　
　
東
亜
経
済
論
四
　
　
工
業
経
済
論
四
　
　
交　
　
通　
　
論
四
　
　
金
融
論
・
銀
行
論
四
　
　
保　
　
険　
　
論
四
　
　
取　
引　
所　
論
四
　
　
簿　
記　
原　
理
四
　
　
経　
　
済　
　
法
四
　
　
労　
　
働　
　
法
四
　
　
民　
　
　
　
　
法
八
選
択
必
修
　
　
税　
　
　
　
　
法
四
選
択
必
修
　
　
国　
　
際　
　
法
四
　
　
政
治
学
原
論
四
　
　
経　
済　
地　
理
四
　
　
新　
　
聞　
　
学
四
　
　
商　
業　
英　
語
四
　
　
実　
務　
計　
算
四
　
　
演　
　
　
　
　
習
四
選
択
必
修
　
　
外
国
経
済
書
講
読
四
選
択
必
修
　
　
卒　
業　
論　
文
八
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日　
　
本　
　
史
四
教
職
希
望
者
必
修
　
　
外　
　
国　
　
史
四
右　
同
　
　
地　
　
理　
　
学
四
右　
同
　
　
地　
　
誌　
　
学
四
右　
同
　
　
哲　
　
　
　
　
学
四
右　
同
　
　
倫　
　
理　
　
学
四
右　
同
　
　
職　
業　
指　
導
四
右　
同
（
商　
業
）
計
五
六
一
二
四
政
治
学
科
教
職
に
関
す
る
専
門
科
目
経
済
学
科
　
　
教　
育　
原　
理
四
（
共
通
）
　
　
道
徳
教
育
の
研
究
二
　
　
教 
育 
心 
理 
学
四
　
　
青 
年 
心 
理 
学
二
　
　
教　
　
育　
　
史
二
　
　
教 
育 
行 
政 
学
四
　
　
社
会
科
教
育
法
（
四
）
　
　
商
業
科
教
育
法
（
四
）
教
科
毎
に
履
修
を
要
す
　
　
教　
育　
実　
習
三
　
　
図　
書　
館　
学
八
計
一
七
一
六
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教
員
組
織
の
概
要
学
部
学
科
等
の
名
称
授
業
科
目
の
種
類
職　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
備　
考
教　
授
助
教
授
講　
師
計
助
手
専
任
兼
担
兼
任
専
任
兼
担
兼
任
専
任
兼
担
兼
任
専
任
兼
担
兼
任
一
般
教
育
科
目
人
文
科
学
系
（1）
（1）
（1）
（2）
（2）
（3）
社
会
科
学
系
（1）
（1）
（2）
（2）
（2）
自
然
科
学
系
（1）
（1）
外
国
語
科
目
（1）
（1）
保
健
体
育
科
目
計
（2）
（1）
（1）
（3）
（4）
（6）
（4）
専
門
教
育
科
目
7
（6）
1
（1）
3
（3）
17
（10）
（10）
17
（10）
事　
　
項
記　
　
　
　
　
　
入　
　
　
　
　
　
欄
備　
考
校　
　
　
地
完　
　
　
成　
　
　
時
増　
設　
に　
伴　
う　
部　
分
専
用
四
〇
、
四
〇
一
坪
専
用
一
、
二
〇
七
坪
共
用
七
、
二
一
九
・
三
五
坪
共
用
九
、
一
四
四
坪
　
計
四
七
、
六
二
〇
・
三
五
坪
　
計
一
〇
、
三
五
一
坪
国士舘史研究年報 2018　楓厡
84
校
舎
等
建
物
完　
　
　
成　
　
　
時
増　
設　
に　
伴　
う　
部　
分
政
経
学
部
一
部
と
共
用
専
用
七
、
四
八
三
・
七
九
坪
専
用
七
一
・
六
四
坪
共
用
三
、
五
九
四
・
八
一
坪
共
用
一
、
三
三
三
・
一
六
坪
　
計
一
一
、
〇
七
八
・
六
〇
坪
　
計
一
、
四
〇
四
・
八
〇
坪
設
備
区　
分
専　
　
用
共　
　
用
計
完
成
時
増
設
に
伴
う
部
分
完
成
時
増
設
に
伴
う
部
分
完
成
時
増
設
に
伴
う
部
分
図　
書
八
三
、
九
二
〇
冊
二
〇
、
〇
〇
〇
冊
四
八
、
一
六
〇
冊
一
四
、
五
〇
〇
冊
一
三
二
、
〇
八
〇
冊
三
四
、
五
〇
〇
冊
学
術
雑
誌
二
一
〇
種
一
四
一
種
一
五
〇
種
九
五
種
三
六
〇
種
二
三
六
種
機
械
器
具
四
、
四
一
六
点
三
八
点
八
四
三
点
七
五
点
五
、
二
五
九
点
一
一
三
点
標　
本
一
、
三
二
五
点
七
〇
点
二
七
〇
点
一
〇
点
一
、
五
九
五
点
八
〇
点
附
属
施
設
の
概
要
一
、
附
属
図
書
舘
二
、
体　
育　
館
三
、
水
泳
プ
ー
ル
（
五
〇
米
、
九
コ
ー
ス
）
四
、
柔　
道　
場
五
、
剣　
道　
場
六
、
野　
球　
場
七
、
講　
　
　
堂
八
、
寄　
宿　
舎
九
、
食　
　
　
堂
十
、
医　
務　
室
維
持
経
営
の
方
法
概
要
入
学
金
、
授
業
料
に
よ
る
開
設
の
時
期
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
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事　
　
項
記　
　
　
　
　
　
入　
　
　
　
　
　
欄
備　
考
開
設
年
次
第
一
年
次
及
び
第
三
年
次
現
に
設
置
し
て
い
る
学
校
の
概
要
一
、
国
士
舘
大
学
体
育
学
部　
体
育
学
科
二
、
国
士
舘
大
学
政
経
学
部　
政
治
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
学
科
三
、
国
士
舘
大
学
工
学
部　
　
電
気
工
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
工
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
木
工
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
築
学
科
四
、
国
士
舘
短
期
大
学　
　
　
国
文
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
科
（
第
二
部
）
五
、
国
士
舘
高
等
学
校　
　
　
普
通
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
気
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
科　
　
　
　
「
工
業
科
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
木
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
築
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
業
科
（
定
時
制
）
六
、
国
士
舘
中
学
校
〔
略　
二
、
学
則
～
四
、
履
修
方
法
及
び
卒
業
の
要
件
に
関
す
る
書
類
〕
⎫⎜⎬⎜⎭
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（
内
表
紙
）
「
五
、
職
員
組
織
に
関
す
る
書
類
」
〔
略　
職
員
総
括
表
、
学
部
及
び
学
科
別
教
員
採
用
予
定
表
、
関
連
学
部
（
政
経
学
部
〈
政
治
、
経
済
、
経
営
学
科
〉）
学
科
別
教
員
表
〕
　
　
　
　
　
学
長
並
び
に
学
部
及
び
学
科
別
担
当
教
員
予
定
表
授
業
科
目
の
区
分
担
当
授
業
科
目
名
専
任
兼
担
兼
任
の
別
職　
名
兼
担
ま
た
は
兼
任
の
場
合
専
任
の
職
名
ま
た
は
職
務
お
よ
び
担
当
学
科
目
名
毎
週
授
業
時
数　
　
最
終
卒
業
学
校
学
部
、
学
科
名
、
卒
業
年
月
お
よ
び
学
位
称
号
著
書
お
よ
び
学
術
論
文
数
歴教
採
用
予
定
年
月
お
よ
び
月
額
基
本
給
別性
氏　
　
名
生
年
月
日
備　
考
教
員
個
人
調
書
頁
数
承
諾
書
の
有
無
所
属
の
長
の
承
諾
書
の
有
無
講義
演習
実習実験
計
実
践
倫
理
専
任
学　
長
8
8
早
大
専
門
部
政
治
経
済
科
大
正
四
年
六
月
著
六
四八・〇
昭40．4
156,000
男
柴
田　
徳（德）次
郎
明
治
二
十
三
年
十
二
月
二
十
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
二
・
一
〇
・
二
四
学
長
199
有
一
般
教
育
人
文
科
学
哲
学
〃
教　
授
2
2
東
京
帝
大
文
学
部
大
学
院
哲
学
科
昭
和
二
十
三
年
四
月
著
三
論
七
三八・〇
昭40．4
48,000
男
太
田　
定
康
明
治
三
十
三
年
八
月
三
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
二
・
一
〇
・
二
四
教
授
（
哲
学
）
205
有
国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第一〇巻
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一
般
教
育
社
会
科
学
法
学
〃
教　
授
2
2
九
州
帝
大
法
科
昭
和
十
二
年
三
月
著
二
論
八
二〇・〇
〃
48,000
男
宮
田　
幸
吉
明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
二
日
西
日
本
短
大
昭
和
三
四
教
授
（
経
済
法
）
213
〃
○
外
国
語
科
目
英
語
〃
助
教
授
8
8
東
京
大
学
文
学
部
英
文
学
科
昭
和
十
六
年
十
二
月
著
一
論
四
一〇・五
〃
36,000
男
今
津　
藤
一
大
正
七
年
二
月
十
八
日
219
〃
一
般
教
育
自
然
科
学
生
物
学
〃
講　
師
2
2
北
海
道
帝
大
農
学
部
農
業
生
物
学
科
（
動
物
学
専
攻
）
大
正
十
三
年
三
月
論
二
一七・〇
〃
24,000
男
松
本　
豊
雄
明
治
三
十
二
年
四
月
一
日
茨
城
大
学
文
理
学
部昭
和
二
七
・
二
講
師
（
生
物
学
）
225
〃
○
一
般
教
育
社
会
科
学
教
育
学
〃
〃
2
2
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
昭
和
三
十
二
年
三
月
一
日
著
四
論
五
〃
24,000
男
長
田　
三
男
昭
和
七
年
一
月
六
日
231
〃
○
一
般
教
育
人
文
科
学
論
理
学
専
任
講　
師
2
2
東
大
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
昭
和
三
十
九
年
三
月
（
文
学
修
士
）
著論
四
〇・六
〃
5,000
男
藤
村　
龍
雄
昭
和
十
一
年
三
月
十
三
日
東
京
薬
科
大
学
講
師昭
和
三
九
・
四
239
有
〃
倫
理
学
兼
担
教　
授
一
般
教
育
教
授
倫
理
学
2
2
日
大
文
学
部
大
学
院
（
倫
理
科
）
昭
和
二
十
八
年
三
月
（
文
学
博
士
）
著
一
論
七
二五・〇
〃
5,000
男
佐
藤　
嘉
祐
明
治
三
十
二
年
十
月
十
五
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
二
・
一
〇
・
二
四
教
授
（
倫
理
学
）
247
〃
〃
文
学
〃
教　
授
一
般
教
育
教
授
漢
文
学
2
2
早
大
高
師
部
国
語
漢
文
科
大
正
三
年
七
月
論
四
五一・〇
〃
5,000
男
成
井　
弘
文
明
治
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
広
島
女
学
院
大
学
昭
和
二
七
・
八
教
授
（
漢
文
学
）
253
〃
〃
地
理
兼
担
教　
授
政
経
学
部
教
授
地
理
学
、
地
誌
学
2
2
京
都
帝
大
大
学
院
（
文
学
博
士
）
著
一
八
論
一
三
一
四〇・〇
〃
5,000
男
内
田　
寛
一
明
治
二
十
一
年
三
月
三
日
東
京
教
育
大
学
昭
和
二
四
・
八
・
三
一
教
授
（
地
理
学
）
259
〃
〃
政
治
学
〃
教　
授
政
経
学
部
二
部
教
授
国
際
政
治
論
2
2
東
京
帝
大
法
科
大
学
政
治
学
科
大
正
三
年
六
月
（
法
学
博
士
）
著
六
論
五
一九・〇
〃
5,000
男
三
枝　
茂
智
明
治
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日
大
東
文
化
大
学
昭
和
三
〇
教
授
、
国
際
政
治
学
、
政
治
学
269
〃
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〃
経
済
学
〃
教　
授
経
済
学
部
教
授
経
済
学
原
論
、
経
済
学
史
2
2
東
京
帝
大
法
学
部
大
正
九
年
七
月
（
経
済
学
博
士
）
著
二
七
余論
数
十
三八・〇
〃
5,000
男
楢
崎　
敏
雄
明
治
三
十
七
年
六
月
十
三
日
東
洋
大
学
昭
和
二
四
教
授（
経
済
原
論
）
277
○
〃
社
会
学
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
社
会
学
2
2
竜（龍）谷
大
学
文
学
部
社
会
学
科
昭
四
・
三
米
国
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
文
学
部
社
会
学
科
昭
一
〇
・
二
著
二
論
九
一一・〇
〃
5,000
男
三
上　
弘
之
明
治
三
十
九
年
九
月
二
十
八
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
一
二
講
師
（
社
会
学
）
285
有
〃
教
育
学
〃
教　
授
教
職
課
程
教
授
教
育
原
理
、
教
育
史
2
2
東
京
高
等
師
範
学
校
専
攻
科
大
正
十
五
年
三
月
著
七
論
一
五
一五・〇
〃
5,000
男
前
野　
喜
代
治
明
治
三
十
二
年
四
月
十
日
弘
前
大
学
昭
和
二
九
・
三
教
授
（
教
育
学
）
291
〃
一
般
教
育
自
然
科
学
生
物
学
〃
教　
授
一
般
教
育
教
授
生
物
学
2
2
東
京
帝
大
理
科
大
学大
正
六
年
七
月
（
理
学
博
士
）
著
六
論
百
四
四五・〇
〃
5,000
男
江
本　
義
数
明
治
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日
学
習
院
大
学
昭
和
二
五
教
授
（
生
物
学
）
301
〃
〃
地
学
〃
教　
授
一
般
教
育
教
授
地
学
2
2
東
京
帝
大
理
科（理学
部
）大
学
地
質
学
科
大
正
十
年
五
月
（
理
学
博
士
）
著
一
論
一
三
一四・〇
〃
5,000
男
赤
木　
健
明
治
二
十
八
年
十
月
三
日
お
茶
の
水
女
子
大
学昭
和
三
五
・
四
・
一教
授
（
地
学
）
309
〃
○
〃
数
学
〃
教　
授
一
般
教
育
教
授
数
学
2
2
東
京
物
理
学
校
高
等
師
範
科
数
学
部
昭
和
九
年
三
月
著
六
論
二
七
一四・〇
〃
5,000
男
田
制　
初
穂
大
正
三
年
三
月
十
五
日
日
本
大
学
昭
和
二
七
・
四
・
一教
授
（
数
学
）
315
〃
外
国
語
科
目
英
語
〃
教　
授
一
般
教
育
教
授
英
語
8
8
東
京
外
国
語
学
校
英
語
部
大
正
八
年
三
月
著
四
論
三
三七・六
〃
5,000
男
橋
本　
修
明
治
二
十
八
年
二
月
十
八
日
拓
植
大
学
昭
和
二
・
三
教
授
（
英
語
）
323
〃
国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第一〇巻
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〃
〃
〃
教　
授
〃
8
8
東
北
帝
大
法
文
学
部昭
和
三
年
三
月
著
四
論
六
五〇・〇
〃
5,000
男
石
川　
正
通
明
治
三
十
年
九
月
二
十
五
日
順
天
堂
大
学
教
授
昭
和
二
三
・
四
・
一
〇
（
英
語
）
331
〃
○
〃
〃
〃
教　
授
〃
8
8
東
京
大
学
法
学
部
英
法
科
大
正
九
年
六
月
三
〇
日
著
一
論
三
一九・六
〃
5,000
男
塚
本　
貞
二
明
治
二
十
八
年
九
月
十
一
日
金
沢
大
学
助
教
授
（
英
語
）
337
〃
一
般
教
育
自
然
科
学
自
然
科
学
概
論
〃
教　
授
工
学
部
基
礎
教
育
科
目
物
理
学
2
2
京
都
大
学
理
学
部
化
学
科
昭
和
四
年
三
月
著
六
論
九
九
三三・〇
〃
5,000
男
小
田
切　
瑞
穂
明
治
三
十
七
年
七
月
十
三
日
近
畿
大
学
教
授
、
物
理
学
343
〃
外
国
語
科
目
仏
語
〃
教　
授
政
経
学
部
労
働
法
、
仏
語
教
授
4
4
東
京
帝
大
大
学
院
仏
商
法
専
修
大
正
七
年
著
四
論
六
三九・〇
〃
5,000
男
星
野　
辰
雄
明
治
二
十
五
年
四
月
十
八
日
山
梨
学
園
短
大
昭
和
三
五
教
授（
社
会
政
策
）
351
〃
保
健
体
育
体
育
講
義
兼
担
教　
授
体
育
学
部
教
授
体
育
理
論
2
2
東
京
高
師
体
操
専
修
科
大
正
六
年
三
月
著
四
論
ナ
シ
二〇・〇
〃
5,000
男
森　
秀
明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
八
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
二
・
一
二
・
五
教
授（
体
育
方
法
、
体
操
）
359
〃
○
一
般
教
育
社
会
科
学
心
理
学
〃
教　
授
教
職
課
程
教
授
教
育
心
理
学
、
青
年
心
理
学
2
2
日
大
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
心
理
学
専
攻
）
昭
和
三
十
二
年
三
月
（
文
学
修
士
）
著
六
論
一
七
一一・六
〃
5,000
男
高
島　
正
士
大
正
十
四
年
八
月
二
十
三
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
四
・
一助
教
授
、
教
育
心
理
学
、
青
年
心
理
学
367
〃
○
〃
法
学
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
国
際
法
2
2
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
年
三
月
（
法
学
修
士
）
論
一
二二・〇
〃
5,000
男
柴
田　
梵
天
大
正
六
年
六
月
二
十
八
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
助
教
授
（
法
学
）
377
〃
○
〃
〃
〃
助
教
授
政
経
学
部
二
部
助
教
授
刑
法
、
刑
事
政
策
2
2
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
年
三
月
（
法
学
修
士
）
著
六
論
一
二
六・六
〃
3,000
男
北
山　
茂
昭
和
四
年
四
月
二
十
八
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
講
師
（
法
学
）
383
〃
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90
○
外
国
語
科
目
独
語
〃
助
教
授
一
般
教
育
助
教
授
ド
イ
ツ
語
4
4
早
大
文
学
部
独
文
学
科
昭
和
三
年
三
月
著
三
論
二
二
一二・六
〃
3,000
男
藤
原　
肇
明
治
三
十
四
年
四
月
十
六
日
会
津
短
大
昭
和
三
九
・
四
助
教
授
（
ド
イ
ツ
語
）
393
〃
〃
〃
〃
講　
師
一
般
教
育
講
師
ド
イ
ツ
語
4
4
東
京
帝
大
文
学
部
昭
和
十
三
年
三
月
著
五
論
二
一二・六
〃
3,000
男
上
杉　
重
二
郎
大
正
三
年
八
月
二
十
九
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
八
・
一
二
（
ド
イ
ツ
語
）
401
〃
○
一
般
教
育
自
然
科
学
数
学
〃
講　
師
一
般
教
育
講
師
数
学
2
2
広
島
文
理
大
数
学
科昭
和
十
四
年
三
月
九
日
著
四
論
四
一〇・六
〃
3,000
男
真
鍋　
秀
勝
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
日
407
〃
一
般
教
育
自
然
科
学
社
会
科
学
数
学
統
計
学
〃
講　
師
一
般
教
育
講
師
数
学
、
統
計
学
22
22
法
政
大
大
学
院
修
士
課
程
（
経
済
学
科
）
昭
和
三
十
六
年
三
月
著
三
論
一
四・六
〃
3,000
男
大
牟
田　
盛
文
昭
和
五
年
三
月
二
十
七
日
国
士
舘
大
学
統
計
学
、
数
学
昭
和
三
七（
講
師
）
415
〃
○
一
般
教
育
人
文
科
学
歴
史
〃
講　
師
一
般
教
育
講
師
歴
史
2
2
京
都
帝
大
文
学
部
史
学
科
昭
和
二
年
四
月
著
二
論
〇・六
〃
3,000
男
上
里　
朝
秀
明
治
二
十
三
年
七
月
十
七
日
421
〃
保
健
体
育
体
育
実
技
〃
講　
師
体
育
学
部
講
師
体
育
測
定
学
、
体
育
方
法
2
2
日
本
体
育
大
学
体
育
学
部
体
育
学
科
昭
和
三
十
一
年
三
月
著
一
論
七
四・〇
〃
3,000
男
服
部　
利
夫
昭
和
五
年
十
一
月
十
三
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
四
・
四
・
一講
師
、
体
育
方
法
427
〃
一
般
教
育
人
文
科
学
文
学
兼
任
教　
授
短
大
国
文
科
教
授
漢
文
講
読
2
2
著
五
論
四二・〇
〃
5,000
男
新
田　
興
明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
五
日
至
徳
短
期
大
学
昭
和
二
四
・
一
二
・
二
四
教
授
（
漢
文
学
）
433
〃
有
〃
歴
史
〃
講　
師
東
京
経
済
大
学
教
授
歴
史
2
2
東
大
文
学
部
西
洋
史
学
科
昭
和
十
年
三
月
著
三
論
二
二一・〇
〃
5,000
男
神
保　
規
一
明
治
四
十
五
年
一
月
十
日
東
京
経
済
大
学
昭
和
三
五
・
四
教
授
（
歴
史
）
439
〃
有
一
般
教
育
社
会
科
学
統
計
学
〃
講　
師
高
崎
経
済
大
学
教
授
統
計
学
2
2
京
都
大
学
経
済
学
部昭
和
十
二
年
四
月
著
二
論
一
〇
七・六
〃
5,000
男
中
村　
浩
大
正
二
年
五
月
十
四
日
高
崎
経
済
大
学
教
授
、
経
済
統
計
昭
和
三
九
・
四
445
〃
有
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91
一
般
教
育
人
文
科
学
文
学
〃
講　
師
独
協
大
学
外（国
脱
）語
学
部
教
授
2
2
早
大
文
学
部
文
学
科昭
和
四
年
三
月
台
北
帝
大
大
学
院
（
文
学
博
士
）
著
二
六
論
六
七
二三・〇
〃
5,000
男
寺
川　
喜
四
男
明
治
四
十
年
三
月
六
日
独
協
大
学
昭
和
三
九
・
四
教
授
（
国
文
学
、
言
語
学
）
455
〃
有
一
般
教
育
社
会
科
学
政
治
学
〃
講　
師
早
大
政
経
学
部
助
教
授
日
本
政
治
史
2
2
昭
和（
マ
マ
）
六
年
三
月
早
大
政
経
学
部
政
治
学
科
昭
和
二
十
五
年
三
月
論
七
九・六
〃
5,000
男
兼
近　
輝
雄
大
正
十
五
年
五
月
十
五
日
早
稲
田
大
学
昭
和
三
五
・
四
助
教
授
、
政
治
学
467
〃
有
政
治
学
科
専
門
科
目
国
際
政
治
論演
習
専
任
教　
授
2
2
4
東
京
帝
大
法
科
大
学
政
治
学
科
大
正
三
年
六
月
（
法
学
博
士
）
著
六
論
五
一九・〇
〃
48,000
男
三
枝　
茂
智
明
治
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日
大
東
文
化
大
学
昭
和
三
〇
教
授
、
国
際
政
治
学
、
政
治
学
269
〃
政
治
学
科
専
門
科
目
民
法
演
習
兼
担
教　
授
2
2
4
東
京
帝
大
法（法
学
部
）
科
大
学
政
治
科
（
学
脱
）
大
正
十
年
四
月
著論
五
四二・〇
〃
48,000
男
清
水
谷　
隆
寛
明
治
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
香
川
大
学
昭
和
二
四
・
三
教
授
（
民
法
、
法
学
）
475
有
○
〃
刑
法
刑
事
政
策
演
習
専
任
助
教
授
4
2
6
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
年
三
月
（
法
学
修
士
）
著
六
論
一
二
六・六
〃
36,000
男
北
山　
茂
昭
和
四
年
四
月
二
十
八
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
講
師
（
法
学
）
383
〃
○
〃
国
際
関
係
論外
国
政
治
書
講
読
演
習
〃
講　
師
4
2
6
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
五
年
三
月
（
法
学
修
士
）
著
二
論
二
一
五・六
〃
24,000
男
落
合　
淳
隆
昭
和
七
年
六
月
二
日
483
〃
○
〃
外
国
政
治
書
講
読
〃
講　
師
4
4
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
（
法
学
修
士
）
論
四
〇・六
〃
24,000
男
奥
原　
敏
雄
昭
和
七
年
十
二
月
十
六
日
493
〃
〃
政
治
学
原
論日
本
政
治
思
想
史
兼
担
教　
授
政
経
学
部
教
授
政
治
学
原
論
4
4
早
大
政
経
学
部
政
治
学
科
大
正
八
年
九
月
著
八
論
一
一
三三・〇
〃
5,000
男
内
田　
繁
隆
明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
日
早
稲
田
大
学
昭
和
二
二
・
三
教
授
（
政
治
学
原
論
、日
本
政
治
史
）
499
〃
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92
〃
国
際
法
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
国
際
法
、
外
交
史
2
2
旧
山
口
高
等
商
業
学
校
明
治
四
十
年
三
月
（
法
学
博
士
）
著
六
論
多
数
一四・〇
〃
5,000
男
田
村　
幸
策
明
治
二
十
年
三
月
五
日
中
央
大
学
昭
和
二
四
・
四
教
授
（
国
際
法
）
507
〃
○
〃
国
際
法
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
国
際
法
2
2
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
年
三
月
（
法
学
修
士
）
論
一
二二・〇
〃
5,000
男
柴
田　
梵
天
大
正
六
年
六
月
二
十
八
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
助
教
授
（
法
学
）
377
〃
○
〃
社
会
政
策
人
口
論
〃
教　
授
政
経
学
部
経
済
学
科教
授
社
会
政
策
2
2
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
官（
マ
マ
）
立
大
学
院
文
学
部
社
会
学
科
著
一
四
論
三
二
三六・六
〃
5,000
男
西
野　
入
徳
明
治
二
十
年
十
二
月
十
二
日
早
大
、
昭
二
四
・
二
、
教
授
、
英
語
駒
大
、
昭
二
四
・
二
、
講
師
、
社
会
学昭
二
六
、大
学
院
、
社
会
学
、
講
師
513
〃
〃
社
会
学
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
社
会
学
2
2
竜（龍）谷
大
学
文
学
部
社
会
学
科
昭
四
・
三
米
国
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
文
学
部
社
会
学
科
昭
和
十
年
二
月
著
二
論
九
一一・〇
〃
5,000
男
三
上　
弘
之
明
治
三
十
九
年
九
月
二
十
八
日
国
士
舘
大
学
講
師
（
社
会
学
）
昭
和
三
五
・
一
二
285
〃
〃
商
法
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
商
法
2
2
明
大
法
学
部
大
正
十
三
年
三
月
独
乙
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
法
学
部
昭
和
十
一
年
三
月
著
二
論
八・〇
〃
5,000
男
佐
野　
重
雄
明
治
三
十
五
年
二
月
八
日
国
士
舘
大
学
教
授
（
商
法
）
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
527
〃
〃
労
働
法
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
労
働
法
、
仏
語
2
2
東
京
帝
大
大
学
院
仏
商
法
専
修
大
正
七
年
著
四
論
六
三九・〇
〃
5,000
男
星
野　
辰
雄
明
治
三
十
五
年
四
月
十
八
日
山
梨
学
園
短
大
、
昭
和
三
五
、
教
授
（
社
会
政
策
）
国
士
舘
大
学
教
授
、
労
働
法
（
三
五
・
一
二
・
一
六
）
351
〃
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93
〃
経
済
原
論
経
済
学
史
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
経
済
学
原
論
、
経
済
学
史
2
2
東
京
帝
大
法
学
部
大
正
九
年
七
月
（
経
済
学
博
士
）
著
二
七
余論
数
十
三八・〇
〃
5,000
男
楢
崎　
敏
雄
明
治
三
十
七
年
六
月
十
三
日
東
洋
大
学
昭
和
二
四
教
授（
経
済
原
論
）
277
〃
財
政
学
国
際
経
済
論演
習
〃
教　
授
政
経
学
部
二
部
経
済
学
科
教
授
財
政
学
、
国
際
経
済
論
4
2
6
東
京
帝
大
経
済
学
部大
正
十
年
四
月
（
経
済
学
博
士
）
著
四
論
二
一一・〇
〃
5,000
男
森　
武
夫
明
治
二
十
二
年
十
月
十
六
日
奈
良
短
大
、
昭
三
三
・
四
、教
授（
経
営
、
経
済
学
）
国
士
舘
大
学
、
教
授
（
財
政
学
、
国
際
経
済
論
）
533
有
〃
経
営
学
商
学
総
論
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
経
営
学
4
4
日
本
大
学
商
学
部
商
学
科
大
正
一
二
・
三
ベ
ル
リ
ン
大
学
経
営
経
済
学
市
場
論
昭
和
五
・
七
（
商
学
博
士
）
著
七
論
一
二
三二・〇
〃
5,000
男
宇
尾
野　
宗
尊
明
治
二
十
三
年
三
月
六
日
日
本
大
学
昭
和
三
三
・
四
教
授
（
経
営
経
済
学
）
539
〃
○
〃
金
融
論
銀
行
論
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
金
融
論
、
銀
行
論
2
2
東
京
帝
大
経
済
学
部
商
業
学
科
大
正
八
年
七
月
著
二
論
六
一四・〇
〃
5,000
男
飯
田　
一
彦
明
治
二
十
七
年
二
月
九
日
鹿
児
島
商
科
短
大
、
昭
和
三
一
・
五
、
助
教
授
（
金
融
論　
銀
行
論
）
国
士
舘
大
学
助
教
授
（
金
融
論
）、
三
五
・
一
二
・
一
四
547
〃
〃
地
理
学
地
誌
学
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
地
理
学
、
地
誌
学
4
4
京
都
帝
大
大
学
院
（
文
学
博
士
）
著
一
八
論
百
三
四〇・〇
〃
5,000
男
内
田　
寛
一
明
治
二
十
一
年
三
月
三
日
東
京
教
育
大
学
昭
和
二
四
・
八
・
三
一
教
授
（
地
理
学
）
259
〃
政
治
学
科
専
門
科
目
哲
学
兼
担
教　
授
政
経
学
部
教
授
哲
学
4
4
東
京
帝
大
文
学
部
哲
学
科
大
正
十
二
年
三
月
三
日
著
四
論
七
四〇・〇
〃
5,000
男
橘
高　
倫
一
明
治
三
十
年
十
一
月
一
日
宇
都
宮
大
学
昭
和
二
八
・
四
・
一
六
教
授
（
哲
学
）
553
有
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94
○
〃
国
際
文
化
政
策
論
演
習
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
国
際
文
化
政
策
論
2
2
4
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
昭
和
十
九
年
九
月
著
七
論
二
三
一二・〇
〃
5,000
男
桜
井　
光
堂
大
正
四
年
二
月
二
十
三
日
麗
沢
大
学
昭
三
四
助
教
授
（
国
際
文
化
政
策
論
、
国
際
法
）
559
〃
○
〃
新
聞
学
演
習
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
新
聞
学
2
2
4
中
央
大
学
法
学
部
（
英
法
）
昭
和
六
年
三
月
著
三
論
六
一〇・三
〃
5,000
男
金
子　
喜
蔵
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
中
央
大
学
昭
和
二
九
講
師
（
新
聞
法
制
論
）
571
〃
〃
倫
理
学
〃
教　
授
政
経
、
体
育
、
工
学
部
教
授
倫
理
、
道
徳
教
育
研
究
2
2
日
大
文
学
部
大
学
院
（
倫
理
科
）
昭
和
二
十
八
年
三
月
（
文
学
博
士
）
著
一
論
七
二五・〇
〃
5,000
男
佐
藤　
嘉
祐
明
治
三
十
二
年
十
月
十
五
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
二
・
一
〇
・
二
四
教
授
（
倫
理
学
）
247
〃
○
〃
〃
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
倫
理
学
2
2
東
京
帝
大
文
学
部
倫
理
学
科
大
学
院
昭
和
十
一
年
十
一
月
著
五
論
八
一八・〇
〃
5,000
男
阿
部　
秀
夫
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
八
日
東
京
女
学
館
教
授
、
昭
和
三
七
・
三
・
一
国
士
舘
大
学
助
教
授
、
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
579
〃
○
〃
民
法
〃
助
教
授
政
経
学
部
助
教
授
民
法
2
2
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
（
法
学
修
士
）
著
二
論
一
七
七・六
〃
3,000
男
大
沢　
正
男
昭
和
四
年
七
月
十
五
日
国
士
舘
大
学
講
師
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
（
民
法
）
587
〃
○
〃
外
国
政
治
書
講
読
外
交
史
〃
助
教
授
政
経
学
部
助
教
授
外
国
政
治
書
講
読
2
2
早
大
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
昭
和
二
十
二
年
九
月
著
三
論
七
九・〇
〃
3,000
男
清
水　
良
三
大
正
十
四
年
六
月
九
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
講
師（
原
書
講
読
）
595
〃
○
〃
政
治
思
想
史
〃
講　
師
政
経
学
部
講
師
政
治
思
想
史
2
2
早
大
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
大
正
十
五
年
三
月
法
学
博
士
著
一
論
三三・〇
〃
3,000
男
大
西　
藤
米
治
明
治
三
十
二
年
十
一
月
一
日
横
浜
市
大
昭
和
三
八
・
四
・
一講
師
（
政
治
学
）
601
〃
国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第一〇巻
95
○
政
治
学
科
専
門
科
目
西
洋
政
治
史
兼
担
講　
師
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
一
部
講
師
西
洋
政
治
史
2
2
早
大
政
経
学
部
政
治
学
科
昭
和
二
六
年
三
月
著
三
論
二
四・六
〃
3,000
男
福
寿　
幸
雄
大
正
十
五
年
七
月
十
三
日
東
京
医
科
歯
科
大
学昭
和
三
六
・
四
講
師
609
〃
○
〃
日
本
史
〃
講　
師
政
経
、
工
学
、
体
育
学
部
講
師
歴
史
2
2
京
都
帝
大
文
学
部
史
学
科
昭
和
二
年
四
月
著
二
論
ナ
シ
三八・〇
〃
3,000
男
上
里　
朝
秀
明
治
二
十
三
年
七
月
十
七
日
421
〃
〃
外
国
史
兼
任
講　
師
東
京
経
済
大
学
教
授
歴
史
2
2
東
大
文
学
部
西
洋
史
学
科
昭
和
十
年
三
月
著
三
論
二
二一・〇
〃
3,000
男
神
保　
規
一
明
治
四
十
五
年
一
月
十
日
東
京
経
済
大
学
昭
和
三
五
・
四
教
授
（
歴
史
）
439
〃
有
〃
日
本
政
治
史
〃
講　
師
早
大
政
経
学
部
助
教
授
日
本
政
治
史
2
2
早
大
政
経
学
部
政
治
学
科
昭
和
二
十
五
年
三
月
論
七
九・六
〃
3,000
男
兼
近　
輝
雄
大
正
十
五
年
五
月
十
五
日
早
稲
田
大
学
昭
和
三
五
・
四
助
教
授（
政
治
学
）
467
〃
有
〃
政
治
心
理
学
〃
講　
師
早
大
政
経
学
部
教
授
2
2
早
大
政
経
学
部
政
治
学
科
昭
和
十
八
年
九
月
著
二
論
五
一六・六
〃
3,000
男
勝
村　
茂
大
正
九
年
二
月
二
十
三
日
早
稲
田
大
学
教
授
昭
和
三
一
・
四
615
〃
有
〃
政
治
制
度
論
〃
講　
師
早
大
政
経
学
部
教
授
政
治
学
2
2
早
大
政
経
学
部
政
治
学
科
大
正
十
三
年
（
政
治
学
博
士
）
著
五
論
多
数
四〇
〃
3,000
男
吉
村　
正
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
三
日
早
稲
田
大
学
昭
和
二
二
・
三
教
授
（
政
治
学
）
623
〃
有
〃
憲
法
〃
講　
師
高
崎
経
済
大
学
教
授
憲
法
2
2
東
京
帝
大
法
学
部
法
律
学
科
昭
和
十
六
年
三
月
著
三
論
一
〇
一八・六
〃
3,000
男
三
潴　
信
吾
大
正
五
年
九
月
二
十
六
日
明
大
講
師
、
昭
和
二
一
明
大
教
授
（
法
学
）、
昭
和
二
二
629
〃
有
〃
経
済
政
策
経
済
原
論
社
会
政
策
〃
講　
師
亜
細
亜
大
学
教
授
2
2
東
京
外
国
語
学
校
露
語
部
修
了
昭
和
五
年
三
月
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
昭
和
一
二
年
著
二
〇
論
二
百
数
十
二一・六
〃
3,000
男
伊
部　
政
一
明
治
四
十
一
年
七
月
七
日
拓
大
、
昭
和
二
二
・
三
教
授
経
済
政
策
、
経
済
学
論
、
社
会
政
策
637
〃
有
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96
政
治
学
科
専
門
科
目
外
国
政
治
書
講
読
兼
任
講　
師
早
大
法
学
部
講
師
外
交
史
2
2
早
大
法
学
部
、
旧（同）
大
学
院
修
了
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
著
三
論
一
〇
八・〇
〃
3,000
男
大
畑　
篤
四
郎
昭
和
四
年
二
月
二
十
六
日
早
稲
田
大
学
昭
和
三
五
・
四
・
一講
師
（
外
交
史
演
習
）
645
有
有
〃
民
法
〃
講　
師
早
大
法
学
部
助
教
授
民
法
、
民
事
訴
訟
法
2
2
早
大
法
学
部
昭
和
二
十
五
年
三
月
著
一
論
四
九・六
〃
3,000
男
内
田　
武
吉
大
正
十
五
年
九
月
十
二
日
早
稲
田
大
学
、
昭
和
三
七
・
四
・
一助
教
授
（
民
法
、
民
訴
法
）
653
〃
有
〃
民
法
司
法
制
度
〃
講　
師
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
助
教
授
民
法
、
民
訴
法
4
4
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
一
年
三
月
論
九
三・六
〃
3,000
男
杉
浦　
智
紹
昭
和
六
年
二
月
四
日
山
梨
学
院
大
学
昭
和
三
八
・
四
・
一助
教
授（
民
訴
法
）
659
〃
有
〃
商
法
〃
講　
師
早
大
法
学
部
講
師
商
法
2
2
早
大
第
一
法
学
部
昭
和
二
十
九
年
三
月大
学
院
（
法
学
修
士
）
著
二
論
七
六・六
〃
3,000
男
酒
巻　
俊
雄
昭
和
六
年
六
月
二
十
一
日
早
稲
田
大
学
講
師
（
商
法
）
667
〃
有
〃
行
政
学
〃
講　
師
早
大
教
育
学
部
教
授
行
政
学
2
2
東
大
法
学
部
法
律
学
科
昭
和
十
一
年
三
月
（
法
学
博
士
）
著
五
論
八
一六・六
〃
3,000
男
三
宅　
太
郎
明
治
四
十
五
年
二
月
十
日
早
稲
田
大
学
昭
和
三
二
・
四
教
授
（
行
政
学
）
675
〃
有
経
済
学
科
専
門
科
目
財
政
学
演
習
専
任
教　
授
2
4
6
東
京
帝
大
経
済
学
部大
正
十
年
四
月
（
経
済
学
博
士
）
著
四
論
二
一一・〇
〃
48,000
男
森　
武
夫
明
治
二
十
二
年
十
月
十
六
日
奈
良
短
大
昭
和
三
三
・
四
教
授
（
経
営
経
済
学
）
533
〃
〃
東
亜
経
済
史東
亜
経
済
論演
習
〃
教　
授
4
4
8
東
京
商
科
大
学
昭
和
二
年
四
月
著
九
論
七
二二・〇
〃
48,000
男
鹿
島　
宗
二
郎
明
治
三
十
七
年
六
月
十
三
日
国
士
舘
大
学
教
授
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
（
東
亜
経
済
史
、
東
亜
経
済
論
）
685
〃
〃
民
法
兼
担
教　
授
2
2
東
京
帝
大
法（法
学
部
）
科
大
学
政
治
科
（
学
脱
）
大
正
十
年
四
月
著論
五
四二・〇
〃
48,000
男
清
水
谷　
隆
寛
明
治
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
香
川
大
学
昭
和
二
四
・
三
教
授
（
民
法
、
法
学
）
475
〃
国士舘史関係資料の翻刻並びに補註　第一〇巻
97
○
〃
交
通
論
商
業
英
語
演
習
専
任
教　
授
2
4
6
早
大
商
学
部
、
早
大
大
学
院
（
交
通
経
済
専
攻
）
昭
和
七
年
三
月
著論
五
〇
一六・〇
〃
48,000
男
八
木　
常
三
郎
明
治
三
十
一
年
四
月
十
五
日
国
士
舘
短
大
昭
和
三
〇
・
三
助
教
授（
交
通
論
）
693
〃
○
〃
外
国
経
済
書
講
読
〃
講　
師
2
2
早
大
大
学
院
商
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
昭
和
三
十
三
年
三
月
著
一
論
九・六
〃
24,000
男
後
藤　
友
日
子
大
正
十
二
年
十
一
月
二
日
703
〃
〃
経
済
原
論
経
済
学
史
兼
担
教　
授
政
経
学
部
教
授
経
済
学
論
、
経
済
学
史
4
4
東
京
帝
大
法
学
部
大
正
九
年
七
月
（
経
済
学
博
士
）
著
二
七
余論
数
十
三八・〇
〃
5,000
男
楢
崎　
敏
雄
明
治
三
十
七
年
六
月
十
三
日
東
洋
大
学
昭
和
二
四
教
授（
経
済
原
論
、
経
済
学
史
）
277
〃
経
済
史
日
本
経
済
史
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
経
済
史
、
日
本
経
済
史
4
4
東
京
高
等
商
業
学
校
専
攻
部
明
治
四
十
年
七
月
七
日
（
経
済
学
博
士
）
著
八
論
九
四七・〇
〃
5,000
男
田
崎　
仁
義
明
治
十
三
年
七
月
二
十
五
日
明
治
大
学
経
営
学
部昭
和
二
八
・
四
・
一教
授
（
経
済
史
）
709
有
〃
商
学
総
論
経
営
学
総
論
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
経
営
学
4
4
日
大
商
学
部
商
学
科大
正
十
二
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
経
営
経
済
学
市
場
論
昭
和
五
年
七
月
（
商
学
博
士
）
著
七
論
一
二
三二・〇
〃
5,000
男
宇
尾
野　
宗
尊
明
治
二
十
三
年
三
月
六
日
日
本
大
学
昭
和
三
三
・
四
教
授
（
経
営
経
済
学
）
539
〃
〃
会
計
学
原
理
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
会
計
学
、
簿
記
原
理
2
2
セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
商
理
財
学
部
卒
業大
正
十
年
六
月
著
七
論
五
二一・〇
〃
5,000
男
油
谷　
従
爾
明
治
二
十
年
十
二
月
五
日
日
本
大
学
第
三
短
大昭
和
二
六
・
十
一
教
授
（
簿
記
、
会
計
学
）
717
〃
〃
商
法
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
商
法
2
2
明
大
法
学
部
大
正
十
三
年
三
月
独
乙
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
法
学
部
昭
和
十
一
年
三
月
著
二
論
八・〇
〃
5,000
男
佐
野　
重
雄
明
治
三
十
五
年
二
月
八
日
国
士
舘
大
学
教
授
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
（
商
法
）
527
〃
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98
〃
景
気
変
動
論
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
景
気
変
動
論
2
2
慶
応
大
学
理
財
科
大
正
八
年
三
月
著
七
論
三
一三・〇
〃
5,000
男
山
崎　
靖
純
明
治
二
十
七
年
六
月
七
日
国
士
舘
大
学
教
授
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
景
気
変
動
論
725
〃
○
経
済
学
科
専
門
科
目
金
融
論
銀
行
論
兼
担
教　
授
政
経
学
部
経
済
学
科
教
授
金
融
論
、
銀
行
論
2
2
東
京
帝
大
経
済
学
部
商
業
学
科
大
正
八
年
七
月
著
二
論
六
一四・〇
〃
5,000
男
飯
田　
一
彦
明
治
二
十
七
年
二
月
九
日
鹿
児
島
商
科
短
大
昭
和
三
一
・
五
助
教
授（
金
融
論
、
銀
行
論
）
547
有
〃
取
引
所
論
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
取
引
所
論
2
2
日
本
大
学
法
律
学
科明
治
三
十
九
年
五
月（
経
済
学
博
士
）
著
四
論
二
一三・〇
〃
5,000
男
小
山　
正
之
助
明
治
十
八
年
一
月
二
十
八
日
国
士
舘
短
大
昭
三
二
・
一
〇
教
授（
取
引
所
論
）
733
〃
○
〃
簿
記
原
理
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
簿
記
原
理
2
2
東
京
商
科
大
学
昭
和
四
年
三
月
著
三
論
四
一二・六
〃
5,000
男
吉
永　
中
明
治
三
十
五
年
十
二
月
八
日
国
士
舘
短
大
昭
和
二
八
・
四
（
会
計
簿
記
）
739
〃
〃
経
済
法
演
習
〃
教　
授
政
経
学
部
二
部
教
授
法
学
2
4
6
九
州
帝
大
法
科
昭
和
十
二
年
三
月
著
二
論
八
二〇・〇
〃
5,000
男
宮
田　
幸
吉
明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
二
日
西
日
本
短
大
昭
和
三
四
教
授
（
経
済
法
）
213
〃
〃
労
働
法
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
労
働
法
、
仏
語
2
2
東
京
帝
大
大
学
院
仏
商
法
専
修
大
正
七
年
著
四
論
六
三九・〇
〃
5,000
男
星
野　
辰
雄
明
治
二
十
五
年
四
月
六
日
山
梨
学
園
短
大
、
昭
和
三
五
、
教
授
国
士
舘
大
学
教
授
、
労
働
法
、
三
五
・
一
二
・
一
四
（
社
会
政
策
）
351
〃
〃
国
際
法
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
国
際
法
2
2
旧
山
口
高
等
商
業
学
校
明
治
四
十
年
二
月
（
法
学
博
士
）
著
六
論
多
数
一四・〇
〃
5,000
男
田
村　
幸
策
明
治
二
十
年
三
月
五
日
中
央
大
学
昭
和
二
四
・
四
教
授
（
国
際
法
）
507
〃
〃
政
治
学
原
論
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
政
治
学
原
論
、
日
本
政
治
史
2
2
早
大
政
経
学
部
政
治
学
科
大
正
八
年
九
月
著
八
論
一
一
三三・〇
〃
5,000
男
内
田　
繁
隆
明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
日
早
稲
田
大
学
昭
和
二
二
・
三
教
授
（
政
治
学
原
理
、日
本
政
治
史
）
499
〃
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〃
経
済
地
理
〃
教　
授
政
経
学
部
教
授
地
理
学
、
地
誌
学
2
2
京
都
帝
大
大
学
院
（
文
学
博
士
）
著
一
八
論
百
三
一
四〇・〇
〃
5,000
男
内
田　
寛
一
明
治
二
十
一
年
三
月
三
日
東
京
教
育
大
学
昭
和
二
四
・
八
・
三
一
教
授
（
地
理
学
）
259
〃
○
経
済
学
科
専
門
科
目
国
際
法
兼
担
教　
授
政
経
学
部
教
授
国
際
法
2
2
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
年
三
月
（
法
学
修
士
）
論
一
二二・〇
〃
5,000
男
柴
田　
梵
天
大
正
六
年
六
月
二
十
八
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
・
一
二
助
教
授
（
法
学
）
377
〃
○
〃
保
険
論
外
国
経
済
書
講
読
〃
助
教
授
政
経
学
部
助
教
授
保
険
論
4
4
早
大
大
学
院
商
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
昭
和
三
十
三
年
三
月
（
商
学
修
士
）
著
二
論
二
一
一〇・六
〃
3,000
男
森
田　
健
三
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
講
師
（
生
命
保
険
論
）
745
〃
○
〃
社
会
政
策
工
業
経
済
論外
国
経
済
書
講
読
〃
助
教
授
政
経
学
部
助
教
授
工
業
経
済
論
、
外
書
講
読
4
4
早
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
昭
和
三
十
六
年
三
月（
経
済
学
修
士
）
著
三
論
四
四・五
〃
3,000
男
江
頭　
稔
昭
和
七
年
三
月
五
日
国
士
舘
大
学
講
師
昭
和
三
六
・
一（
外
書
講
読
）
757
〃
○
〃
民
法
〃
助
教
授
政
経
学
部
助
教
授
民
法
2
2
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
一
年
三
月
（
法
学
修
士
）
著
二
論
一
七
七・六
〃
3,000
男
大
沢　
正
男
昭
和
四
年
七
月
十
五
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
一
二
・
一
四
講
師
（
民
法
）
587
〃
〃
実
務
計
算
〃
講　
師
政
経
学
部
講
師
実
務
計
算
2
2
専
修
大
学
商
経
学
部
商
業
学
科
昭
和
二
十
七
年
三
月
著
三
論
七
六・〇
〃
3,000
男
鈴
木　
久
男
大
正
十
三
年
三
月
二
十
九
日
東
京
都
立
立
川
短
大昭
和
三
五
・
八
講
師
（
珠
算
史
）
763
〃
〃
経
済
政
策
経
済
学
原
論社
会
政
策
兼
任
講　
師
亜
細
亜
大
学
教
授
2
2
東
京
外
語
露
語
部
修
了
昭
和
五
年
三
月
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
昭
和
十
二
年
著
二
〇
論
二
百
数
十
二一・六
〃
5,000
男
伊
部　
政
一
明
治
四
十
一
年
七
月
七
日
拓
大
、
昭
二
二
・
三
、
教
授
経
済
政
策
、
社
会
政
策
、
経
済
学
原
論
637
〃
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〃
民
法
〃
講　
師
早
大
法
学
部
助
教
授
民
法
、
民
事
訴
訟
法
2
2
早
大
法
学
部
昭
和
二
十
五
年
三
月
著
一
論
四
九・六
〃
5,000
男
内
田　
武
吉
大
正
十
五
年
九
月
十
二
日
早
稲
田
大
学
昭
和
三
七
・
四
・
一助
教
授
（
民
法
、
民
訴
法
）
653
〃
有
〃
民
法
〃
講　
師
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
助
教
授
民
法
、
民
事
訴
訟
法
2
2
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
一
年
三
月
（
法
学
修
士
）
論
九
三・九
〃
5,000
男
杉
浦　
智
紹
昭
和
六
年
二
月
四
日
山
梨
学
院
大
学
昭
和
三
八
・
四
・
一助
教
授（
民
訴
法
）
659
〃
有
経
済
学
科
専
門
科
目
商
法
兼
任
講　
師
早
大
法
学
部
講
師
商
法
2
2
第
一
法
学
部
大
学
院昭
和
二
十
九
年
三
月
（
法
学
修
士
）
著
二
論
七
六・六
〃
5,000
男
酒
巻　
俊
雄
大
正
十
五
年
五
月
十
五
日
早
稲
田
大
学
昭
和
三
七
・
四
・
一講
師
（
商
法
）
667
有
有
〃
統
計
学
〃
講　
師
高
崎
経
済
大
学
教
授
統
計
学
2
2
京
都
大
学
経
済
学
部昭
和
十
二
年
四
月
著
二
論
一
〇
七・六
〃
5,000
男
中
村　
浩
大
正
二
年
五
月
十
四
日
高
崎
経
大
昭
和
三
九
・
四
教
授
（
経
済
統
計
学
）
445
〃
有
〃
憲
法
〃
講　
師
高
崎
経
済
大
学
教
授
憲
法
2
2
東
京
帝
大
法
学
部
法
律
学
科
昭
和
十
六
年
三
月
著
三
論
一
〇
一八・六
〃
5,000
男
三
潴　
信
吾
大
正
五
年
九
月
二
十
六
日
明
大
予
科
講
師
、
昭
和
二
一
明
大
教
授
、
昭
和
二
二
、
教
授
（
法
学
）
629
〃
有
〃
工
業
経
済
論
〃
講　
師
日
本
大
学
経
済
学
部教
授
産
業
構
造
2
2
東
京
帝
大
経
済
学
部
商
業
学
科
昭
和
六
年
三
月
著
四
論
三
九・〇
〃
5,000
男
土
屋　
宗
太
郎
明
治
四
十
年
十
月
二
十
三
日
東
洋
大
学
講
師
昭
和
三
一
769
〃
有
〃
税
法
〃
講　
師
日
本
大
学
法
学
部
講
師
税
法
2
2
早
大
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
昭
和
三
十
七
年
三
月
著
五
論
六
〇
七・〇
〃
5,000
男
北
野　
弘
久
昭
和
六
年
一
月
二
十
八
日
日
本
大
学
昭
和
三
八
講
師
（
税
法
）
775
〃
有
○
〃
経
営
学
〃
講　
師
中
央
大
学
教
務
室
2
2
専
修
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
昭
和
三
十
六
年
三
月
著論
〇・六
〃
5,000
男
宮
司　
正
明
大
正
七
年
二
月
二
十
一
日
785
〃
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教
職
課
程
教
育
原
理
教
育
史
道
徳
教
育
の
研
究
専
任
教　
授
6
6
東
京
高
等
師
範
学
校
専
攻
科
大
正
十
五
年
三
月
著
七
論
一
五
一五・〇
〃
48,000
男
前
野　
喜
代
治
明
治
三
十
二
年
四
月
十
日
弘
前
大
学
昭
和
二
九
・
三
教
授
（
教
育
史
、
教
育
原
理
、
道
徳
教
育
の
研
究
）
291
〃
○
〃
教
育
心
理
学青
年
心
理
学
〃
教　
授
4
4
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
心
理
学
専
攻
）
昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日
著
七
論
一
二
九・六
〃
48,000
男
高
島　
正
士
大
正
十
四
年
八
月
二
十
三
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
五
・
四
・
一助
教
授
（
教
育
心
理
学
、
青
年
心
理
学
）
367
〃
〃
道
徳
教
育
の
研
究
兼
担
教　
授
一
般
教
育
教
授
倫
理
、
道
徳
教
育
の
研
究
2
2
日
大
文
学
部
大
学
院
（
倫
理
科
）
昭
和
二
十
八
年
三
月
（
文
学
博
士
）
著
一
論
七
二五・〇
〃
5,000
男
佐
藤　
嘉
祐
明
治
三
十
二
年
十
月
十
五
日
国
士
舘
大
学
昭
和
三
二
・
一
〇
・
二
四
教
授
（
倫
理
学
）
247
〃
〃
商
業
科
教
育
法
職
業
指
導
兼
任
講　
師
東
洋
大
学
専
任
教
授
職
業
指
導
、
経
済
計
画
論
2
2
中
央
大
学
経
済
学
部昭
和
十
八
年
九
月
著
五
論
五
一四・〇
〃
5,000
男
小
川　
福
次
郎
大
正
元
年
九
月
九
日
関
東
短
大
昭
和
二
七
・
三
講
師
（
商
業
科
、
職
業
科
、教
育
法
）
791
〃
有
〃
図
書
館
学
〃
講　
師
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
教
授
図
書
館
学
2
2
東
京
帝
大
文
学
部
国
文
学
科
昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日
著
四
論
多
数
三四・〇
〃
5,000
男
土
井　
重
義
明
治
三
十
七
年
九
月
三
日
共
立
女
子
大
教
授（
図
書
館
学
）
801
〃
有
○
〃
教
育
行
政
学社
会
科
教
育
法
〃
講　
師
4
4
東
京
高
師
研
究
科
昭
和
六
年
三
月
著
三
論
六
三三・〇
〃
5,000
男
伊
藤　
泰
治
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
日
811
〃
有
政
経
学
部
経
済
学
科
政
治
学
科
経
済
学
原
論経
済
学
史
兼
任
講　
師
青
山
学
院
大
学
教
授
4
4
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
昭
和
五
年
三
月
著
八
論
多
数
二二・〇
〃
5,000
男
日
下　
藤
吉
明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
六
日
専
修
大
学
教
授（
経
済
原
論
、
経
済
学
）
817
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一
般
教
育
社
会
化（科）学
経
済
学
〃
講　
師
青
山
学
院
大
学
教
授
2
2
東
京
帝
国
大
学
著
八
論
多
数
二二・〇
〃
5,000
男
日
下　
藤
吉
明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
六
日
専
修
大
学
教
授（
経
済
原
論
、
経
済
学
）
817
一
般
教
育
社
会
化（科）学
経
済
学
〃
講　
師
亜
細
亜
大
学
教
授
2
2
ソ
連
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
昭
和
十
二
年
著
二
〇
論
多
数
三一・〇
〃
5,000
男
伊
部　
政
一
明
治
四
十
一
年
七
月
七
日
拓
大
教
授
（
経
済
学
原
論
、経
済
学
、
経
済
政
策
）
637
〔
略　
六
、
校
地
等
に
関
す
る
書
類
（
図
面
添
付
）
～
十
一
、
学
校
法
人
が
現
に
設
置
し
て
い
る
学
校
の
現
況
に
つ
い
て
〕
（
内
表
紙
）
「
十
二
、
将
来
の
計
画
を
記
載
し
た
書
類
」
（
一
）
学
部
及
学
科
組
織
に
関
す
る
こ
と
（
1
）
昭
和
三
七
年
よ
り
国
士
舘
創
立
五
十
五
周
年
（
昭
和
四
七
年
）
記
念
事
業
が
十
年
計
画
で
実
施
さ
れ
、
昭
和
三
八
年
に
工
学
部
（
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
）
が
認
可
設
置
を
受
け
、
つ
い
で
三
九
年
、
土
木
工
学
科
、
建
築
学
科
の
増
設
を
行
い
、
学
問
、
技
術
、
気
力
に
溢
れ
た
工
業
人
の
育
成
を
決
意
し
、
学
科
目
を
適
宜
拡
充
し
、
こ
れ
に
要
す
る
担
当
教
員
の
充
足
増
員
を
図
る
。
（
2
）
昭
和
四
〇
年
四
月
を
期
し
て
政
経
学
部
二
部
を
増
設
、
開
講
し
、
勤
労
学
徒
に
対
し
、
模
範
的
な
二
部
教
育
の
充
実
徹
底
を
期
す
る
と
共
に
政
経
学
部
一
部
の
姉
妹
部
と
し
て
、
同
学
部
の
発
展
に
資
せ
し
め
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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（
3
）
昭
和
四
〇
年
四
月
を
期
し
て
、
政
経
学
部
に
大
学
院
研
究
科
（
政
治
学
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
）
を
設
け
、
修
士
課
程
、
博
士
課
程
を
共
に
同
時
設
置
し
て
、
誠
心
に
溢
れ
る
幹
部
産
業
人
の
養
成
と
、
正
し
い
真
理
を
追
究
す
る
大
学
人
の
育
成
を
期
し
て
い
る
。
（
4
）
昭
和
四
一
年
四
月
開
講
を
目
指
し
、
法
学
部
（
政
治
学
科
、
法
律
学
科
）
を
増
設
し
、
占
領
法
制
の
改
廃
の
法
的
研
究
を
行
い
新
日
本
の
法
曹
界
、
教
育
界
、
官
界
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
し
て
い
る
。
（
5
）
将
来
、
文
理
学
部
、
教
育
学
部
を
増
設
し
、
現
在
の
短
期
大
学
国
文
科
を
昇
格
し
て
国
語
国
文
科
と
し
、
こ
れ
に
歴
史
、
地
理
学
科
等
を
併
置
し
、
修
身
、
歴
史
、
地
理
、
国
語
等
の
見
識
信
念
あ
る
教
師
養
成
、
更
に
理
数
関
係
学
科
を
加
え
て
斯
界
教
員
の
育
成
を
図
り
た
い
。
（
6
）
尚
、
農
学
部
、
科
学
的
農
業
の
研
究
、
斯
道
の
教
員
養
成
（
7
）
薬
学
部
、
未
知
の
新
薬
の
科
学
的
研
究
、
教
員
養
成
、
等
々
（
8
）
更
に
将
来
、
大
学
院
を
各
学
部
に
開
設
し
、
思
想
堅
固
な
青
年
研
究
者
を
養
成
し
、
信
念
あ
る
大
学
教
授
を
世
に
送
り
、
学
界
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
し
て
い
る
。
（
二
）
学
科
目
、
教
員
等
に
関
す
る
こ
と
既
設
の
三
学
部
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
学
科
目
を
適
宜
拡
充
し
、
こ
れ
に
要
す
る
教
員
も
逐
次
、
補
充
増
員
し
て
教
育
の
万
全
を
図
り
た
い
。
国士舘史研究年報 2018　楓厡
104
（
三
）
校
地
、
校
舎
等
に
関
す
る
こ
と
将
来
、
第
二
校
地
（
町
田
市
鶴
川
）
を
中
心
と
し
て
、
益
々
隣
接
地
を
買
収
し
、
建
物
、
運
動
場
の
拡
張
を
図
る
と
共
に
、
更
に
郊
外
清
浄
の
地
に
数
十
万
坪
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。
（
四
）
図
書
、
機
械
器
具
、
標
本
等
に
関
す
る
こ
と
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
毎
年
予
算
を
計
上
し
随
時
、
補
充
と
整
備
に
努
め
、
更
に
教
育
の
完
遂
を
期
し
、
教
材
、
実
験
、
諸
施
設
の
充
実
を
期
し
て
い
る　
等
々
。
＊
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
二
部
　
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
四
月
、
国
士
舘
大
学
初
の
夜
間
開
講
学
部
と
し
て
、
政
治
学
科
・
経
済
学
科
（
入
学
定
員
各
一
〇
〇
人
）
か
ら
な
る
政
経
学
部
二
部
を
設
置
し
た
。
設
置
は
国
士
舘
短
期
大
学
経
済
科
（
二
部
）
に
学
ぶ
勤
労
学
生
の
要
望
に
応
え
た
も
の
で
あ
り
、
設
置
認
可
申
請
書
の
「
設
置
要
項
」
に
お
け
る
「
開
設
年
次
」
を
「
第
一
年
次
及
び
第
三
年
次
」
と
し
た
の
は
、
短
大
経
済
科
（
二
部
）
か
ら
の
編
入
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
経
学
部
二
部
の
教
員
の
多
く
は
、
政
経
学
部
一
部
（
二
部
の
設
置
に
よ
り
、
既
存
の
政
経
学
部
を
改
称
）
に
所
属
す
る
教
員
の
兼
任
で
あ
っ
た
。
な
お
、
入
学
者
の
多
く
が
自
衛
官
・
警
察
官
・
消
防
官
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
六
六
年
一
二
月
、
彼
ら
が
就
学
し
や
す
い
よ
う
に
入
学
金
・
施
設
費
の
免
除
な
ど
、
多
く
の
特
典
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
。
